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公共施設管理の現状は，道路などでは管理車で状況を確認したり，監視カメラでの交通状況などを把握

している．河川では，国の管轄地である比較的大規模な河川には監視カメラが設置されている．大雨の際

に水位の増減を画像や映像で確認することが主な役割である．地方自治体における公共施設管理において

は管理延長が膨大であったり，財政的にも厳しい状況である．また，現地の把握も不十分であり，災害な

どの緊急事態の場合に現況把握や調査に労力を費やすことが多く，復旧までの工程に影響を及ぼしている．

そこで，比較的簡易な手法で公共施設管理をおこなえないかと考え，測量機能付監視カメラの利用法につ

いて研究をおこなった． 
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1. はじめに 
 
現在は，道路・河川を管理する際に，様々な場所に監

視カメラが取り付けられている．監視カメラの役割は，

道路状況の確認や河川水位の増減が主とした目的である．

また，東日本大震災後には，全国の自治体で監視カメラ

の設置工事が普及してきている．そうした状況下で，筆

者らは Field Viewer（以下 FV）1)という測量機能付監視カ

メラを利用することで，多くの情報を取得し，公共施設

での情報利用の向上を図ることを目指した． 
本論文では，FV を用いた取得データの概要と利用方

法について提案する． 
 
 

2. 測量機能付監視カメラ 
 
(1)  FVの概要 

従来の道路・河川の監視カメラに，3D レーザ測量機
能と IP情報提供機能が付加された FVが開発された．こ
れらの機能を付加することで，公共測量で得られる 3次

元位置情報の取得が可能となる．距離情報と映像情報を

融合させ，分かりやすい情報を提供する事で，現況を的

確かつ迅速に把握することができる．また，測距時には

測量データと現場写真を同時に取得することが可能であ

る．FV の測距範囲は，最大で 250m であり，カメラの

視野範囲を高精度駆動によりエリア測距し，約 8500 点
を 40 秒程度で地形をスキャニングする．通常の監視カ
メラと同様の方法で 3次元位置情報を持ったデータ取得

が短時間で可能である． 
 また，機器本体にWWWサーバ内蔵でブラウザによる
監視制御も可能である．データの蓄積機能もついており，

取得した画像や点群データの管理にも有効である． 
 
(2)  取得データ 
 FVで取得可能なデータは，図-1のような写真データ
と点群データである．写真データは，カメラで計測した

データを静止画として出力することで取得できる．その

ため，図-1 a)のように，各箇所の写真として出力されて
おり，解像度は低いが現況を確認することができる．次

に，図-1 b)の点群データは，3Dレーザ測量機能により取
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得したものである．そのため，3次元位置情報を保持し
ており，3次元で現況空間を把握することが可能となる．

また，取得したデータの遠近・高低などの距離範囲を疑

似カラー表示して対象物の距離を把握することも可能で

ある． 

 

 

3. FVを用いた河川への利用法 

 
(1) 現状 

近年，河川を監視するために，カメラの設置数が増加

傾向にある．しかし，カメラで取得できるデータは，画

像や動画といったデータであるため，経時変化の確認に

利用法が留まっている． 
3 次元のデータを取得することが可能であるなら，現

場状況を定期的に観測することで，状況変化をデータと

して管理をすることができる．河川管理目的に河川の現

況を把握すべき個所は多数あると考えられる．これらの

箇所に FVを設置することが考えられるが，通信やコス
トの観点から現実的に不可能である． 

 
(2)  FVによる河川現況把握 

FV は固定して立面で現況を計測し，3 次元データを
取得する．3 次元データを取得することで，河川の縦横
断などを容易に抽出することが可能となる．また，必要

に応じて観測したい箇所を変えてデータ取得ができるた

め，一定の観測だけではなく，多くのバリエーションに

対応可能である．河川の流域や土砂の変化を監視する際，

多少の誤差程度なら関係ない．これまでに，LP 測量や
MMSや固定式 TSなど広範囲の 3次元データを取得する
機器があるが，LP 測量データは平面データであるため，
細かい情報を正確に取得できない．MMS は道路がない
と観測が不可能であり，固定式は詳細なデータは取得で

きるが，コスト面を考えると河川を管理するデータとし

ては不向きである．このことから，FV を河川管理に利

用することは重要であると考える． 
 

(3) 実測データとの比較 

ＦＶの観測結果と実測値の比較を行った．図-2は対象
とした河川である．護岸及び堆積土砂をFVで観測し，
点群データの取得をおこなった（図-3）．点群データか
ら横断を抽出し2)，実測データとの比較した結果を図-4
に示す．図-4の白丸から天端の高さが概ね一致している
ことがわかる．また，図-4の青丸で示す草木が生えてい
た箇所と，図-4の緑丸で示す計測できていない．しかし，
同時に取得する写真から判断することが可能であり，河

川管理としては十分であると考える． 
 

4. おわりに 

 

 本研究では，FVデータの横断比較をおこないデータ
の正確性を示した．今後は，河川の樹木などの体積算出

や流量への影響を定量的に算出できると考える． 
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図-3 点群データ 
 

図-1 FVデータ 
 

a) 写真データ 
 

b) 点群データ 

 

図-2 現況写真  
 

図-4 横断比較  
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